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江戸時代の中頃までは、文字を読める者は多くはなく、高札や御触
れは、読める人が読めない人々に読み伝えた。
　上野（こうずけ）の国、現在の群馬県は養蚕業の先進地で、その
赤城山麓の農村、富士見村原之郷には、 4つの寺子屋が開かれてい
た。そこでは、読み・書き・そろばんが基本で、教科書も「養蚕往
来」「商売往来」や「名頭」など、実用的なものが中心であった。
また『源氏物語』や『奥の細道』なども無料で貸し出されていた。
それら書物は、一文字一文字版木に彫り、手作業で摺って印刷した
木版である。印刷技術は優れた職人によるもので、人々は印刷され
た書物を、貸本屋から借りて読んだ。当時十返舎一九著『東海道中
膝栗毛』は、絵も取り混ぜて人気を呼ぶ。本の他にも引札（ひきふ
だ　広告ビラ）瓦版、カルタなど、文字は人々の間に浸透していっ
た。式亭三馬は、『浮世風呂』の中で、江戸の子供たちが寺子屋へ通っ
ていたことを描写している。
　最近の研究では、寺子屋は上州（現在の群馬県）に1,500、日本
全国では 6万はあったと考えられている｡ その根拠が筆子塚（ふで
こづか）で、師匠の徳を慕って筆子たちが建てたものである。
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近世末の日本における技術と生活の著しい変化・発展は、明治以降
の日本の近代化の礎として大きな役割を果たしている。中でも識字
率の高まりは、その新しい時代を支えていた。歴史の流れの中で「文
字の普及」が果たした役割を考える。
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